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（１） プロジェクトの特徴的な取組・特筆すべき成果 

 

本プロジェクトは、すべての特性を持つ人々が同等に参加できる「コミュニケーション共生」の実現を目指

している。この理念のもと、「視ぬ」「非視ぬ」「⬻機能」「個人の特性」という 4 つのコミュニケーション課題に

着目した研究⌜を⦅成するとともに、特定の⌜に㝈定しない「プロジェクト協力者」としてእ㒊参画者をເっ

た。これにより、個別研究⌜における㆟論に加え、プロジェクト全体をಠ▔する定౛会を通して横断的な㆟

論をಁ進し、個別課題の成果整理のみならず、研究⌜間の連携による課題解Ỵの᥎進をᅗっている。 

令和 6 年度は、ロードマップに఩⨨௜けた「研究集会の開催」を䜸ン䝷イン形ᘧで継続的に 5 回実施し

た䜋か、中間報࿌会および全体会を国立民᪘学博物館にて開催した。これらの機会を通して、研究活動

の進捗共᭷や課題ㄆ㆑の再確ㄆを継続的に行うとともに、እ㒊の་ᖌやᑓ門ᐙをᣍいたㅮ₇を実施し、

୺たる関連学会以እとの協力体ไの構築にも取り組んだ。中間報࿌会および全体会では、参加者全員で

ᡭヰを用いた⬺出䝀ームや、視ぬ㞀害者とᬕ║者が⫈ぬ・ゐぬを通じて協働できる䝀ームの体㦂、アイト䝷

ッカーを用いた展示㚷㈹䜺イドの体㦂などを実施した。これらの活動により、課題の重要性やᅔ㞴性、そし

て達成した際のᴦしさを参加者自㌟が体㦂し、取り組みが特定領域に㛢じないよう、総合的な視点から課

題へ向き合う姿ໃを再確ㄆした。 

 

（２） プロジェクトの自己点検結果及び課題等 

 

本プロジェクトは、各課題への対応を着実に進めている。また、研究成果を広く社会に発信するため、䜸

ン䝷イン研究会等で得られた知見をまとめた書⡠出∧をィ画している。令和 6 年度にはその➨一ᙎとして、

『やさしい社会をみんなで創るために：コミュニケーション共生科学へのㄏい』を、ブックレットシリーズ「コミュ

ニケーションのᮍ᮶を創る」➨ 1 ᕳとしてᇳ筆した。シリーズとして全 10 ᕳの刊行を目指している。 

一方で、対㇟⠊ᅖが広⠊にわたるため、個々の領域を継続的に㏣い続けることが㞴しいという課題も生

じている。他領域のᑓ門ᐙをᣍいた研究会、中間報࿌会、全体会などを通じた஺ὶ・協働の᥎進は重要な

取り組みであるが、その⥔持と発展が今後の大きな課題となる。また、個別の研究成果がⰋዲであっても、

⤫合的な「コミュニケーション共生」の観点からは┦反するケースが存在し、整合性の確保が求められる。ま

さに「コミュニケーション共生」課題であり、研究の進展にకい、新たな㞴題が発生する可能性を内ໟした領

域であることも明らかとなっている。 

これらの課題に対応しつつ研究を前進さ䛫るためには、プロジェクトメンバー間で「コミュニケーション共

生」の基盤となる理念をᚭᗏ的に共᭷し、情報஺᥮をᐦに行いながら、課題をẁ㝵的に整理・共通化して

いくことが୙可Ḟである。今後、ᖜ広い領域とのコ䝷ボレーションを実現する活動を継続しつつ、課題解Ỵ

のᯟ組みをより大きな視点から再構築し、全体をಠ▔しながら各領域の具体的課題に取り組䜐ことが求め

られる。 
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